
 

 

令和6年2月14日（水） 

第1532回（当年度第25回）例会 

本日のプログラム 

 卓話 
 

「Chat GPTで変わる私たちの仕事・生活 

－ＡＩがもたらす新たな時代－」 
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2023～2024年度 RIテーマ 

世界に希望を生み出そう 
地区方針「培おうプライド、育もうブランド、そして未来へ！！」 

第1531回例会（当年度第24回の記録） 
 

□令和6年2月7日（水）18：00～19:00 

□会場 一宮商工会議所ビル3Fホール 

□開会の点鐘 内田会長 

□国歌「君が代」ロータリーソング「奉仕の理想」 

□ビジター 永井伸治様・金森貴史様・真野寿樹様    

      水野厚司様・山崎晃司様（稲沢ＲＣ） 

      則竹伸也様（一宮ＲＣ） 

□会長挨拶               内田泰潤徳 

 本日は、鉄鉾会副会長 伊藤竜太郎

様、同じく考査役で稲沢ＲＣ会長の永

井伸治様に「国府宮はだか祭のアレ」

と題して卓話をして頂きます。 

 聞くところによりますと、伊藤様も

永井様も神男を経験されたとの事で

す。はだか祭はもう1250年間も続いて

おるそうです。はだか祭神男のお話は

なかなか聞けませんので、興味深く拝聴いただければ

と思います。  

□ニコボックス（ABC順） 
☆永井伸治様 国府宮鉄鉾会伊藤竜太郎副会長と共に 
 （稲沢ＲＣ） お招き頂きありがとうございました。 
       はだか祭の話をさせていただきます。 
       又、稲沢ロータリークラブから大勢お 
       じゃまします。宜しくお願いします。 
☆理事会一同 
☆秋田敬治君 「国府宮はだか祭のアレ」楽しみに卓 
       話聞かせてもらいます。本日、岐阜の 

       競売物件の応札してきました。落札で 
       きる事を期待してます。果報を寝て待 
       ちます！副業もガンバッテますよ。 
☆猪子裕史君 大塚省治次年度会長、先日はご馳走に 
       なり、誠にありがとうございました。 
☆井上雅樹君 例会に出席できたので。 
☆宮田浩二君 やっと出席できまして喜びにたえませ 
       ん。やはり健康第一、お金は寄付ですね。 
☆松前憲典君 今日は国府宮はだか祭のＰＲに稲沢Ｒ 
       Ｃより来ていただきました。はだか祭 
       の盛会を祈念致します。 
☆森俊一郎君 伊藤竜太郎様、今夜はよろしくお願い 
       いたします。 
☆永田 正君 伊藤様、永井様、ようこそお越し下さ 
       いました。卓話楽しみに出席しました。 
       宜しくお願い致します。 
☆中井義也君 例会に出席できたので。 
☆西岡則男君 鉄鉾会副会長 伊藤様、稲沢ＲＣ会長 
       永井様、今日の国府宮はだか祭の卓話、 
       楽しみにしています。宜しくお願いし 
       ます。 
☆野田義広君 伊藤竜太郎様、ようこそお越しいただ 
       きました。卓話「国府宮はだか祭」よ 
       ろしくお願いします。 
☆大塚省治君 永井会長をはじめ稲沢ロータリーの皆 
       様、当クラブにお越しくださり、あり 
       がとうございます。また、先日の第一 
       回懇親会に理事・役員・委員長予定者 
       の皆様、ご出席ありがとうございました。 
☆佐藤祐造君 ２月４日、津島ＲＣ講演会「戦国時代 
       の津島とその周辺－織田信長は勝幡城 
       で生まれた」（小和田哲男名誉教授） 
       を拝聴して来ました。 
☆鵜飼俊光君 竜ちゃん、今日はようこそ！ 
☆  本日は、国府宮鉄鉾会副会長 伊藤竜 
       太郎様、考査役 永井伸治様、国府宮 
       はだか祭の卓話お願いいたします。稲 
       沢ＲＣ幹事 金森貴史様、真野寿樹様 
       水野厚司様、山崎晃司様、西尾張分区 
       ガバナー補佐 則竹伸也様ようこそお 
       いで下さいました。 
☆山田秀代君 本日は、国府宮神社の話とはだか祭の 
       話 伊藤様、永井様、よろしくお願い 
       します。 
☆山田 満君 宮田さんのお顔が見れました！ 



 

 

□第８回理事会報告 
 報告事項 
 ①ニコボックス残高 767,603円 
 ②ロータリーレート 1ドル 147円（前月末141円） 
 ③第2回クラブ社会奉仕委員長会議 
  2024年2月19日（月）16：30～20：00 名鉄グランドＨ 

  鵜飼社会奉仕委員長、山田(満)次年度幹事 
（登）10,000円×2名 

 ④第2回クラブ国際奉仕委員長会議 
  2024年2月22日（木）16：00～20：00 名鉄グランＨ 

伊藤(恒)国際奉仕委員長、伴次年度国際奉仕委員長 
（登）10,000円×2名 

 ⑤2024～25年度地区研修・協議会 
  2024年4月7日（日）12：30～17：00 
  名古屋マリオットアソシアホテル 

次年度理事役員・委員長・地区委員 
（登）13,000円×21名 

 審議事項 
 ①第1530回例会（1/24ゆったり例会）の決算に関する件 
 ②第1537回例会（4/3花見例会）の予算に関する件 
 ③第1回RFF（ロータリーフードフェスティバル） 
  分区ブース協力金に関する件 
 ④あまRC創立55周年記念式典・祝宴のお祝いに関する件 

【全て承認】 

  国府宮鉄鉾会 副会長 伊藤竜太郎様 

         考査役 永井 伸治様（稲沢RC会長） 
 

「国府宮はだか祭のアレ」 
 

 「国府宮」とは、正式には「尾張大國霊神社」と言

い、尾張国の総社として崇敬されてきました。「国府

宮はだか祭」は正式には、「儺追神事」と言い、毎年

旧暦正月13日午後3時から斎行される神事です。767年

（神護景雲元年）、称徳天皇の勅命によって、全国の

国分寺に於いて、流行していた疫病の悪疫退散の祈祷

の際、尾張国司が尾張総社の国府宮でも同様に祈祷し

たのが始まりとされています。 

 元来、儺追神事は、「なおい捕り」と言う、儺負人

（神男）をその年の恵方に捕りに参る神事を今に伝え

ています。儺負人は、捕えられて神社に参籠し、潔

斎、水垢離で身を清め、仕舞いには夜儺追神事で夜中

に土餅（どべい）と呼ばれる灰を搗き込んだ真っ黒い

餅を背負わされ、境外に追放されます。捕らわれる際

には、刀や槍、農機具で争い、激しく揉み合いがあ

り、やがては着物がはだけて裸になった様さながら

で、江戸時代末期から裸で寒参りすることになりまし

た。夜儺追で儺負人を追放する際にも追い立て役が刀

を振り回して追い払うので、大きな怪我があったとさ

れています。余りに野蛮で激しい神事に対し、織田信

長は、天正年間に「なおい捕り」を7年間も中止を命

じ、そのうちの3年間は、わら人形を儺負人に見立てて

神事を行ったとか…。 

 現在では、旧暦正月2日に「標柱建て式」と「儺負人

選定式」、7日には「大鏡餅搗き」、10日午後5時より

「儺負人参篭」で三日三晩身を清め、儺追神事当日に

備えます。12日午後7時から、境内南東に位置する庁舎

（ちょうや）にて、一之宮（真清田）、二之宮（大

縣）、三之宮（熱田）、そして総社（国府宮）の四柱

の神様を招いて「庁舎神事」が、儺追神事の前夜祭と

して行われます。はだか祭り当日は、本年から許され

た女性による儺追笹奉納が午前中に行われ、午後から

は、市内外各地から約1万人のはだか男たちが集まりま

す。13日午後3時から本殿にて儺追神事が執り行われ、

いよいよ儺負人は、鉄鉾会の先導により、はだか男た

ちの群れに入る準備をします。参道に現れた儺負人

は、一糸まとわぬ姿ではだか男たちに囲まれます。儺

負人に触れることによって厄災を逃れるとのことか

ら、はだか男たちによる勇壮で激しい揉み合いが繰り

広げられ、手桶集団がかける水はたちまちにして湯気

となり、約1時間後には、楼門をくぐり、儺追殿に引き

2024年2月21日（水）休会（定款7-1ｄ） 
 

次回 2024年3月2日（土）の例会予定 
※2月28日の例会変更 

 

西尾張分区ＩＭ 
16：00～ 第一部 式 典 
18：00～ 第二部 懇親会 

ANAクラウンプラザホテルグランコート名古屋 

上げられ、一旦、「ひるおい」とも呼ばれる儺追神事

は終了です。そして、翌14日午前3時より夜儺追神事に

て、土餅と人形代を儺負人に背負わせ、境外に追放

し、ひるおいで大勢のはだか男から受けた厄災と共に

土餅と人形代、着ていた着物を途中で捨て、家へと逃

げ帰るのです。捨てられた土餅などは、後から追いか

けてきた神官らによってその場に埋められます。この

世の厄災が、土に封じ込められたと解釈します。 

 参籠中の儺負人の食事は、白米、たくわん、白湯の

みで、ほかに口にできるものは一切ありません。昨

年、一昨年の儺負人経験者が食事の準備、服の着せ替

え、潔斎（入浴）水垢離などの世話を行い、寝室で

は、3人は並んで寝ます。先輩から後輩へお世話をさせ

ていただく恩返しのリレーが続いています。 

 これまで時代の変遷と共に、少しずつ変化しながら

今に伝える儺追神事ですが、私たち鉄鉾会は、儺負人

が無事に大役を務められるよう、そして、儺追神事が

未来永劫に存続することだけを願っています。 

 皆様にも国府宮のご加護がありますことを願ってい

ます。 

出席 

報告 

会 員 総 数 36名 
出席会員数 25名 

69.44％  
他クラブ出席数 0名 

修正出席率 
前々回 

（1/24） 
100％ 

□卓話 


